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当院に通院中の患者様またはご家族の方へ 

― 臨床研究に対するご協力のお願い ― 

 

当院では以下の臨床研究を実施しております。この研究は通常の診療で得られた過去の記録

をまとめることによって行います。このような研究は厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に

関する倫理指針」の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされております。この

研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会ください。 

 

 

アンケート調査，臨床情報を用いた観察研究 

研究課題名 

『糖尿病・内分泌疾患における災害時の備えの実態解析と患者教育に関する研究』 

 

当院内科に通院中の多くの患者さまが対象となるため、ウェブサイト上でお知らせしています。 

 

この研究は、糖尿病・内分泌疾患の経過観察のために行われた検査結果などの臨床情報や

アンケート調査を用いて行いますので、新たに患者様への負担は生じません。また、費用の負担

も生じません。 

 

糖尿病・内分泌疾患で当院通院中の方は、この説明文書を読まれた上で、参加の中止を申し

出ることができます。もし参加を中止しても、これからの治療に差し支えることはありません。 

 

この研究に参加されるかどうかを決めていただくためには、あなたに研究の内容についてでき

るだけ多く知っていただくことが必要です。説明の中で分かりにくい言葉や疑問、質問がありまし

たらどんなことでも遠慮なくお尋ねください。 
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研究の背景・目的 

 令和 6 年能登半島地震のような大規模災害においては、医療救護班の現地到着や医療物資

の供給までに数日間から数週間を要することがあります。糖尿病・内分泌疾患のうち、インスリン

やホルモン調整薬などの「中断すると命に関わる薬剤」（生命維持に必須の薬剤）を投与されて

いる患者さまは、被災した時も薬剤を中断することがないよう、薬剤の予備を持っておくことや、

備蓄がない時は緊急で必要な薬剤を受け取る方法があることを知っておくなど、日頃から災害に

備えておくことが大切です。 

今回、災害時の備えや対策について、患者さまに理解を深めていただきたく、アンケート調査

を実施することとしました。アンケート調査で得られた患者さんの理解度や問題点に基づいて、一

人ひとりに合わせた有益な療養支援を行うことを主たる目的とします。 

 

研究の方法・対象 

2024年 4月から 7月のあいだに当院内科を受診された糖尿病・内分泌疾患の患者さまを対象

とします。ご協力いただける方には、「災害時の備えに関するアンケート」（記名式）を記入して頂

きます。糖尿病・内分泌疾患の臨床情報や治療内容のデータを利用させて頂きます。具体的に

は、患者さまを匿名化（患者さまのお名前や住所など特定できる個人情報を削除すること）した後、

必要なデータをまとめ、解析を行います。また、本研究で使用したデータは、本研究終了後に破

棄致します、集計されたデータは、学会発表や学術雑誌及びデータベース上等で公に発表され

る事があります。 

 

研究期間 

芳珠記念病院倫理審査委員会の承認日から 2024年 12月 31日までです。 

 

研究への参加・不参加および同意撤回の自由 

この研究に参加されるかどうかはご本人の自由であり、参加・不参加によって今後の診療に不

利益が生じることはありません。またいつでも参加を辞退することができます。上記の研究対象

に該当する患者様で、参加辞退のご希望、または一旦参加に同意された後でも撤回のご希望が

ありましたら、お手数ですが 2024 年 12 月 31 日までに下記相談窓口までご連絡をお願い致しま

す。 

 

問い合わせ、苦情等の連絡先 

あなたが、病気のことや今回の観察研究に関して、疑問に思うことや困ったことが生じる場合

は、下記にご連絡下さい。 

 

 


